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は じ め に 

 

  少子化の進行に歯止めがかからず、子どもの貧困、ネットいじめ、ＳＮＳに起因する犯罪

被害などの問題も重なり、子どもを取り巻く環境は厳しい状況が続いています。 

このような背景の中で、県では、令和 5 年に施行されたこども基本法を踏まえ、今年度、

子どもの権利擁護をより重視した「ぐんまこどもビジョン２０２５」を策定しているところ

です。 

 本県の児童相談所の状況については、令和５年度に対応した相談件数が 11,099 件、うち児

童虐待相談件数は 1,832 件となっており、依然として高い水準ではあるものの、いずれも前

年度に比べ減少しました。これは住民に身近な市町村における養育相談への対応力が充実し

てきた結果とも言え、児童相談所においては、より専門的な対応が必要とされる難しいケー

スへの相談支援に重点を置いて取り組んでいるところです。 

 また、県では、令和２年度に県内２か所目の一時保護所を東部児童相談所に設置し、令和

５年度には中央児童相談所北部支所を本所化して北部児童相談所とし、令和６年度には一時

保護所の夜間の勤務体制を夜勤化するなど児童相談所の体制強化を図ってきております。ま

た、令和 3 年施行の「群馬県虐待から子どもの生命と権利を県民全体で守る条例」では児童

虐待通告受理後 24 時間以内に安全確認することを明文化するとともに、保護者支援のため

のプログラムの活用等を推進しています。 

今年度においては、改正児童福祉法施行に伴う「一時保護施設の設備及び運営に関する基

準を定める条例」の制定に向けた検討や児童相談所一時保護所へのアドボカシー制度の導入

を行い、子どもの権利擁護を推進するほか、群馬県社会的養育推進計画の見直しを行い、さ

らなる里親等委託率の引き上げ等の取り組みを行っています。 

この事業概要は、令和５年度の本県における児童相談所の相談・援助業務の実績をまとめ

たものです。皆様の日々の業務に御活用いただければ幸いです。 

 今後とも本県の児童福祉推進のため、特段の御理解、御協力をお願い申し上げます。 

  

令和７年３月 

                           群馬県中央児童相談所長      入澤 康行 

               群馬県北部児童相談所長        星野 幸一 

                           群馬県西部児童相談所長      野中 博幸 

                           群馬県東部児童相談所長      青栁 尚志  



                              児 童 憲 章 

                      （昭和２６年５月５日制定）  

                                                                                 

 われらは、日本国憲法の精神にしたがい、児童に対する正しい観念を確立し、

すべての児童の幸福をはかるために、この憲章を定める。   

 

 児童は、人として尊ばれる。                      

  児童は、社会の一員として重んぜられる。                

  児童は、よい環境のなかで育てられる。                 

 

１ すべての児童は、心身ともに健やかにうまれ、育てられ、その生活を保障さ 

れる。                        

２ すべての児童は、家庭で、正しい愛情と知識と技術をもって育てられ、家庭 

に恵まれない児童には、これにかわる環境が与えられる。  

３ すべての児童は、適当な栄養と住居と被服が与えられ、また、疾病と災害か 

らまもられる。                     

４ すべての児童は、個性と能力に応じて教育され、社会の一員としての責任を 

自主的に果たすように、みちびかれる。          

５ すべての児童は、自然を愛し、科学と芸術を尊ぶように、みちびかれ、また、 

道徳的心情がつちかわれる。              

６ すべての児童は、就学のみちを確保され、また、十分に整った教育の施設を 

用意される。                      

７ すべての児童は、職業指導を受ける機会が与えられる。      

８ すべての児童は、その労働において、心身の発育が阻害されず、教育を受け 

る機会が失われず、また、児童としての生活がさまたげられないように、十分 

に保護される。                 

９ すべての児童は、よい遊び場と文化財を用意され、わるい環境からまもられ 

る。                          

１０ すべての児童は、虐待、酷使、放任その他不当な取扱からまもられる。あ 

やまちをおかした児童は、適切に保護指導される。     

１１ すべての児童は、身体が不自由な場合、または精神の機能が不十分な場合 

に、適切な治療と教育と保護が与えられる。        

１２ すべての児童は、愛とまことによって結ばれ、よい国民として人類の平和 

と文化に貢献するように、みちびかれる。        
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Ⅰ 児童相談所の機能と役割 

 

 
児童相談所とは、児童福祉法第１２条の規定に基づく児童福祉のための専門機関で、

すべての都道府県及び指定都市、児童相談所設置市等に設置されています。 

 市町村と適切な協働・連携・役割分担を図りつつ、児童に関する家庭その他からの相談

に応じ、児童が有する問題又は児童の真のニ－ズ、児童の置かれた環境の状況等を的確に

捉え、個々の児童や家庭に適切な援助を行う行政機関です。 

 そのために必要な調査・判定を行い、緊急の場合や行動観察のために児童を一時保護

して、児童養護施設・乳児院・児童自立支援施設・障害児施設等への入所等の措置など

も行います。 
 

１ 児童相談所の機能 

  児童相談所は、相談援助活動の理念を実現するため、児童家庭相談に関する一義的な相談

窓 口である市町村との適切な協働・連携・役割分担を図りつつ、次の機能等を十分に発揮・活用 

し、その任務を果たしていきます。  

（１）基本的機能  

  ①市町村援助機能 

    市町村による児童家庭相談への対応について、市町村相互間の連絡調整、市町村に対 

する情報の提供その他必要な援助を行う機能 

  ②相談機能 

    児童に関する家庭・その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに 

ついて、必要に応じて児童の家庭、地域状況、生活歴や発達、性格、行動等について専門 

的な角度から総合的に調査、診断、判定（総合診断）し、それに基づいて援助指針（援助方 

針）を定め、自ら又は関係機関等を活用し一貫した児童の援助を行う機能 

  ③一時保護機能 

    必要に応じて児童を家庭から離して一時保護する機能 

  ④措置機能 

    児童又はその保護者を児童福祉司、児童委員（主任児童委員を含む。）、児童家庭支援セ    

ンター等に指導させ、又は児童を児童福祉施設、指定発達支援医療機関に入所若しくは委 

託させ、又は里親に委託する等の機能 

  ⑤障害児支援機能 

    知的障害児が福祉サービスを利用しやすくために発行される療育手帳の判定や、特別児    

童扶養手当診断書発行、重症心身障害児判定、障害児入所施設等利用契約等の機能 

（２）民法上の権限 

    親権者の親権喪失、親権停止若しくは管理権喪失の審判の請求、未成年後見人選任及び    

解任の請求を家庭裁判所に対して行うことができます。 

 

２ 児童相談所の役割 

  市町村が児童相談窓口として明確化されたことにより、市町村への援助及び介入的な関わり 

 が必要な困難事例、一時保護や施設入所、専門的ケアが必要な事例への対応に役割が重点化 

され、児童家庭相談体制の充実を図ることとされています。 

児童相談所とは 
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 ３ 児童相談の種類と内容 
 

      種  別                  内       容 

養

護

相

談 

１ 児童虐待相談 
身体的虐待、心理的虐待、性的虐待、保護の怠慢・拒否（ネグレクト）

に関する相談 

２ その他の相談 

保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困

難児、迷子、親権を喪失・停止した親の子、後見人を持たない児童等環

境的問題を有する児童、養子縁組に関する相談 

保

健

相

談 

３ 保健相談 
未熟児、虚弱児、ツベルクリン反応陽転児、内部機能障害、小児喘息、

その他の疾患（精神疾患を含む）等を有する児童に関する相談 

障

害

相

談 

４ 肢体不自由相談 肢体不自由児、運動発達の遅れに関する相談 

５ 視聴覚障害相談 盲（弱視を含む）、ろう（難聴を含む）等視聴覚障害児に関する相談。 

６ 言語発達障害等相談 

構音障害、吃音、失語等音声や言語の機能障害をもつ児童、言語発達遅

滞を有する児童等に関する相談。（ことばの遅れの原因が知的障害、自

閉症、しつけ上の問題等他の相談種別に分類される場合は該当の種別に

分類される） 

７ 重症心身障害相談 重症心身障害児（者）に関する相談 

８ 知的障害相談 知的障害児に関する相談 

９ 発達障害相談 
自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害、学習障害、注

意欠陥多動性障害等の児童に関する相談 

非

行

相

談 

10 ぐ犯行為等相談 

虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為もしくは飲

酒、喫煙等の問題行動のある児童、警察署からぐ犯少年として通告の

あった児童、又は触法行為があったと思料されても警察署から法第２５

条による通告のない児童に関する相談 

11 触法行為等相談 

触法行為があったとして警察署から法第２５条による通告のあった児

童、犯罪少年に関して家庭裁判所から送致のあった児童に関する相談。

（受け付けた時には通告がなくても調査の結果、通告が予定されている

児童に関する相談を含む） 

育

成

相

談 

12 性格行動相談 

児童の人格の発達上問題となる反抗、友達と遊べない、落ち着きがない、

内気、緘黙、不活発、家庭内暴力、生活習慣の著しい逸脱等性格もしく

は行動上の問題を有する児童に関する相談 

13 不登校相談 

学校及び幼稚園並びに保育所に在籍中で、登校(園)していない状態にあ

る児童に関する相談。（非行や精神疾患、養護問題が主である場合等に

は該当の種別に分類される） 

14 適性相談 進学適性、職業適性、学業不振等に関する相談 

15 育児・しつけ相談 
家庭内における幼児の育児・しつけ、児童の性教育、遊び等に関する相

談 

 16 その他の相談 １～15のいずれにも該当しない相談 
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４ 児童相談の流れ 
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Ⅱ 管内概況 
 

所  管  区  域  図 
 

 

 (注1）総人口及び児童人口については、「群馬県年齢別人口統計調査結果」（R5.10.1現在）による。 

 (注2）構成比は小数点以下の端数処理により合計が100%にならないことがある。 

区分 面積 構成比 区分 総人口 構成比 区分 1K㎡当り 区分 児童人口 構成比

中央 476.81K㎡ 7.5% 中央 573,349人 30.2% 中央 1,202.5人 中央 79,585人 30.6%

北部 3,332.89K㎡ 52.4% 北部 230,899人 12.1% 北部 69.3人 北部 29,090人 11.2%

西部 1,700.88K㎡ 26.7% 西部 550,321人 29.0% 西部 323.6人 西部 75,235人 29.0%

東部 851.75K㎡ 13.4% 東部 546,239人 28.7% 東部 641.3人 東部 75,769人 29.2%

全県 6,362.33K㎡ 100.0% 全県 1,900,808人 100.0% 全県 298.8人 全県 259,679人 100.0%
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 管内別の人口及び児童人口 

 
（注）世帯数については「群馬県移動人口調査結果」（R5.10.1現在）、人口及び児童人口については  

  「群馬県年齢別人口統計調査結果」（R5.10.1現在）による。 

０歳
～１歳

２歳
～３歳

４歳
～５歳

６歳
～７歳

８歳
～９歳

10歳
～11歳

12歳
～13歳

14歳
～15歳

16歳
～17歳

合計

前橋市 144,055 326,918 3,994 4,245 4,347 4,680 4,828 4,968 5,216 5,443 5,479 43,200

伊勢崎市 88,239 210,974 2,818 3,168 3,241 3,417 3,619 3,673 3,873 4,047 4,111 31,967

玉村町 15,334 35,457 437 453 432 431 489 508 525 565 578 4,418

計 247,628 573,349 7,249 7,866 8,020 8,528 8,936 9,149 9,614 10,055 10,168 79,585

沼田市 19,007 43,120 388 383 518 558 612 643 643 750 815 5,310

渋川市 29,319 71,819 706 796 817 911 982 1,031 1,147 1,169 1,202 8,761

榛東村 5,318 14,228 188 221 243 279 256 220 255 269 268 2,199

吉岡町 8,286 22,546 440 491 449 452 525 420 480 478 465 4,200

中之条町 6,253 14,485 120 144 142 134 167 186 200 213 253 1,559

長野原町 2,278 4,941 37 51 45 49 47 56 61 71 72 489

嬬恋村 3,803 8,871 95 81 101 110 104 119 134 140 147 1,031

草津町 3,228 5,871 55 34 41 52 58 68 60 68 59 495

高山村 1,004 3,154 25 38 46 33 38 54 52 48 57 391

東吾妻町 5,045 11,822 71 91 97 118 143 142 164 193 177 1,196

片品村 1,597 3,713 30 34 27 32 37 41 46 65 81 393

川場村 994 3,329 28 25 42 39 57 55 56 50 58 410

昭和村 2,733 6,759 59 76 92 102 101 114 114 120 107 885

みなかみ町 7,004 16,241 133 142 172 186 186 213 220 232 287 1,771

計 95,869 230,899 2,375 2,607 2,832 3,055 3,313 3,362 3,632 3,866 4,048 29,090

高崎市 163,701 368,869 4,772 5,082 5,333 5,784 6,023 6,184 6,464 6,833 6,857 53,332

藤岡市 25,530 61,239 569 672 716 778 874 911 1,051 1,088 1,138 7,797

富岡市 18,636 45,577 379 420 532 582 645 711 778 805 808 5,660

安中市 22,239 52,810 453 539 574 630 716 746 849 887 941 6,335

上野村 542 1,031 9 15 14 20 16 21 13 13 12 133

神流町 799 1,480 4 8 3 3 10 8 9 10 6 61

下仁田町 2,808 5,884 24 24 25 38 38 47 51 55 64 366

南牧村 762 1,407 5 2 4 4 1 5 10 7 4 42

甘楽町 4,684 12,024 129 121 137 148 181 183 195 202 213 1,509

計 239,701 550,321 6,344 6,883 7,338 7,987 8,504 8,816 9,420 9,900 10,043 75,235

桐生市 44,742 101,017 732 918 1,079 1,148 1,287 1,302 1,493 1,681 1,631 11,271

太田市 93,827 221,243 2,929 3,179 3,523 3,692 3,826 4,087 4,268 4,504 4,323 34,331

館林市 32,104 74,034 759 810 875 1,026 1,090 1,212 1,303 1,307 1,356 9,738

みどり市 19,675 48,390 556 616 616 693 788 794 866 910 958 6,797

板倉町 5,581 13,576 79 97 122 136 170 199 238 231 237 1,509

明和町 4,087 10,553 104 125 135 160 176 174 190 203 200 1,467

千代田町 4,205 10,620 106 131 126 148 165 168 185 200 194 1,423

大泉町 19,471 41,675 533 590 622 645 699 668 726 727 750 5,960

邑楽町 9,926 25,131 258 294 287 357 362 383 403 453 476 3,273

計 233,618 546,239 6,056 6,760 7,385 8,005 8,563 8,987 9,672 10,216 10,125 75,769

816,816 1,900,808 22,024 24,116 25,575 27,575 29,316 30,314 32,338 34,037 34,384 259,679

8.5% 9.3% 9.8% 10.6% 11.3% 11.7% 12.5% 13.1% 13.2% 100.0%
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部
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